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李
澤
代
表
幹
事
に
よ
る

団
結
ガ
ン
バ
ロ
ー

新
た
に
選
出
さ
れ
た
青
年
・
女
性
連
絡
会
幹
事
会

　

梶原京都府議（右）と大伴長岡京市議（左）との
パネルディスカッション

執行部全員で
きめ細やかな世話役活動に取り組む

◀
イ
ラ
ス
ト
：
岩
森
さ
ん

　

私
た
ち
尾
道
駅
連
合
分
会
は
、

尾
道
駅・糸
崎
駅・松
永
駅
に
所

属
す
る
組
合
員
32
名
で
構
成
さ

れ
る
分
会
で
す
。

　

規
模
は
小
さ
い
で
す
が
、ト
ワ

イ
ラ
イ
ト
エ
ク
ス
プ
レ
ス
瑞
風
が

停
車
し
、観
光
拠
点
と
し
て
の
尾

道
駅
。岡
山
指
令
所
、広
島
指
令

所
の
境
界
で
あ
り
、大
き
な
構
内

を
持
ち
、駅
運
転
の
要
衝
と
し
て

の
糸
崎
駅
。広
島
県
第
２
の
都
市

で
あ
る
福
山
市
の
ベッ
ド
タ
ウ
ン
と

し
て
、人
な
ら
で
は
の
サ
ー
ビ
ス
に

重
点
を
置
い
た
松
永
駅
と
、駅
ご

と
に
異
な
っ
た
特
情
が
あ
り
、業

務
課
題
に
つ
い
て
も
幅
広
い
も
の

と
なって
い
ま
す
。

　

構
成
人
員
が

少
な
い
こ
と
か
ら

大
規
模
な
活
動

が
行
え
な
い
と
い
う
悩
み
は
あ
り

ま
す
が
、そ
の
分
、執
行
委
員
全

員
で
の
、き
め
細
や
か
な
世
話
役

活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

２
０
２
３
年
11
月
に
、執
行
部

全
員
が
Ｊ
Ｒ
採
用
世
代
と
な
って

か
ら
、１
年
が
経
過
し
ま
し
た
。

　

世
代
交
代
と
は
い
う
も
の
の
、

多
く
が
シ
ニ
ア
社
員
と
し

て
在
籍
し
て
お
り
、日
々

多
く
の
助
言
を
い
た
だ
き

な
が
ら
活
動
し
て
い
る
一

方
で
、新
た
に
新
入
社
員

（
新
卒・社
会
人
採
用
）の

組
合
員
を
迎
え
ま
し
た
。

先
輩
方
か
ら
受
け
継
い
だ

思
い
を
、さ
ら
に
次
世
代

に
伝
え
て
い
く
こ
と
の
大

切
さ
と
難
し
さ
を
実
感

し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
シ
ニ
ア
社
員
か
ら

中
堅
、若
手
社
員
ま
で
、幅
広
い

世
代
の
組
合
員
が
お
互
い
に
支
え

合
い
、一
丸
と
な
っ
た
組
合
活
動

を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

　
　
　
　
　
　 

〈
岡
山
地
本
発
〉

　
Ｊ
Ｒ
西
日
本
連
合
青
年・女
性

連
絡
会
は
、12
月
14
日（
土
）、Ｃ

Ｉ
Ｖ
Ｉ
北
梅
田
研
修
セ
ン
タ
ー
に

お
い
て
、「
第
25
回
定
期
総
会
」を

開
催
し
、総
会
委
員
、幹
事
会
、来

賓
な
ど
約
50
名
が
集
ま
っ
た
。

　

冒
頭
、李
澤
代
表
幹
事（
Ｊ
Ｒ

西
労
組
中
央
本
部
青
年
女
性
委

員
長
）が
主
催
者
を
代
表
し
て
、

最
重
要
課
題
で
あ
る
安
全
、組
織

と
青
女
活
動
に
つ
い
て
挨
拶
を

し
、次
代
の
Ｊ
Ｒ
西
日
本
グ
ル
ー

プ
を
支
え
る
た
め
に
必
要
な
、青

年・女
性
連
絡
会
の
最
大
の
目
的

で
あ
る「
仲
間
づ
く
り
」に
向
け

て
取
り
組
も
う
と
呼
び
か
け
た
。

　

そ
の
後
、来
賓
と
し

て
出
席
し
た
、Ｊ
Ｒ
東

海
連
合
青
年・女
性
連

絡
会
の
石
川
事
務
次
長

（
Ｊ
Ｒ
東
海
ユ
ニ
オ
ン
青

年
委
員
会
事
務
長
）と

Ｊ
Ｒ
西
日
本
連
合
の
上

村
議
長（
Ｊ
Ｒ
西
労
組

中
央
執
行
委
員
長
）よ

り
、連
帯
と
激
励
の
挨

拶
を
受
け
た
。

　

議
事
で
は
、幹
事
会

か
ら
、活
動
経
過
報
告・

活
動
方
針（
案
）が
提

起
さ
れ
、７
名
の
総
会

委
員
か
ら「
カ
ス
ハ
ラ
対

応
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
浸
透
」「
課
題
の

共
有
方
法
」「
レ
ク
開
催
方
法
」な

ど
に
つい
て
質
疑
が
な
さ
れ
た
後
、

幹
事
会
の
答
弁
が
行
わ
れ
、各
議

題
に
つい
て
満
場一致
で
承
認
さ
れ

た
。

　

ま
た
、役
員
改
選
が
行
わ
れ
、

Ｊ
Ｒ
西
労
組
関
係
で
は
、李
澤
青

年
女
性
委
員
長
が
代
表
幹
事
に

再
任
さ
れ
た
ほ
か
、髙
杉
事
務
長

が
事
務
長
に
、島
常
任
委
員
が
幹

事
に
新
た
に
選
出
さ
れ
、李
澤
代

表
幹
事
の
団
結
ガ
ン
バ
ロ
ー
で
総

会
は
締
め
く
く
ら
れ
た
。 

　

京
都
地
方
本
部
は
、10
月
28
日

（
月
）に
、Ｙ
Ｉ
Ｃ
京
都
に
お
い
て

「
Ｊ
Ｒ
西
労
組
議
員
団（
京
都
地

本
）報
告
集
会
」を
開
催
し
た
。

　

議
員
団
報
告
集
会
は
、組
合
員

が
公
共
交
通
と
政
治
が
密
接
に
つ

な
が
って
い
る
こ
と
の
理
解
と
、Ｊ

Ｒ
西
労
組
議
員
団
会
議
の
身
近

な
議
員
の
活
動
に
触
れ
る
こ
と

で
、政
治
を
身
近
に
感
じ
る
取
り

組
み
と
し
て
、昨
年
度
よ
り
開
催

し
て
い
る
。

　

今
年
度
は
、参
加
対
象
を
全
組

合
員
と
し
、Ｊ
Ｒ
西
労
組
議
員
団

会
議
か
ら
、梶
原
京
都
府
議
と
大

伴
長
岡
京
市
議
が
参
加
し
、福
井

政
治
部
長
が
司
会
を
務
め
３
部

制
で
開
催
し
た
。

　

第
１
部
で
は
、梶
原
議
員
よ
り

府
政
、大
伴
議
員
よ
り
市
政
報
告

を
受
け
た
。第
２
部
で
は
激
甚
化

す
る
自
然
災
害
への
対
策
、カ
ス
タ

マ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に
対
す
る
考

え
、地
域
共
生
の
理
想
像

に
つ
い
て
、パ
ネ
ル
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
を
通
し
て
議

員
の
考
え
を
聞
い
た
。

　

そ
し
て
、第
３
部
で
は

前
回
も
参
加
者
か
ら
好

評
で
あ
っ
た
、議
員
と
参

加
者
相
互
の
聞
き
た
い
こ

と
を
聞
く
、フ
リ
ー
ト
ー

ク
を
行
い
、日
頃
の
議
員

の
活
動
や
政
治
に
つ
い
て

普
段
の
疑
問
を
解
消
し
、

議
員
の
活
動
に
理
解
を

深
め
た
。

　

京
都
地
方
本
部
は
、引

き
続
き
、Ｊ
Ｒ
西
労
組
議
員
団
に

所
属
す
る
議
員
と
連
携
を
深
め

る
取
り
組
み
を
行
う
。

　

西
労・Ｊ
Ｒ
総
連（
極
左
暴
力
集
団・革
マ
ル
派
）の
実
態
に
つい
て

は
、2
0
2
2
年
２
月
25
日
に
発
信
を
し
た「
Ｊ
Ｒ
西
労
組 

組
織

ニ
ュ
ー
ス
N
o.
15
」（
Ｊ
Ｒ
西
労
組
H
P
閲
覧
可
）で
記
載
し
た
と

お
り
、警
察
の
監
視
対
象
と
な
っ
て
い
る
組
織
で
あ
る
。

〈
Ｊ
Ｒ
総
連
V
S
Ｊ
Ｒ
東
海
労「
Ｊ

Ｒ
内
の
革
マ
ル
派
の
対
立
問
題
」〉

　

Ｊ
Ｒ
総
連
の「
Ｊ
Ｒ
総
連
通
信

N
o.
1
7
7
1
」に
よ
る
と
、９
月

12
日
に
第
41
回
臨
時
大
会
が
開
催

さ
れ
、Ｊ
Ｒ
内
の
革
マル
派
の
対
立
へ

の
判
断
が
下
さ
れ
た
よ
う
だ
。臨
時

大
会
で
は
、統
制
委
員
会
よ
り
、Ｊ

Ｒ
東
海
労
を「
除
名
」と
す
る
答
申

が
報
告
さ
れ
、全
会
一致
で
賛
成
さ

れ
た
と
記
載
さ
れ
て
い
る
。「
除
名
」

に
よ
っ
て
Ｊ
Ｒ
東
海
労
の
組
合
員

は
、各
種
共
済
な
ど
も
打
ち
切
ら

れ
、内
部
対
立
で
組
合
員
が
不
利

益
を
被
る
こ
と
に
な
っ
た
。Ｊ
Ｒ
東

海
労
は
こ
れ
を
不
服
と
し
、「
再
審

査
申
立
」を
行
い
、再
度「
統
制
委

員
会
」が
立
ち
上
が
り
、Ｊ
Ｒ
総
連

は
12
月
12
日
に
再
度
臨
時
大
会
を

開
催
し
、改
め
て
、「
除
名
」が
全
会

一
致
で
採
択
さ
れ
J
R
東
海
労
か

ら
出
さ
れ
て
い
た
脱
退
届
は
却
下

さ
れ
た
よ
う
だ
。

　
（
内
部
対
立
ま
で
の
詳
細
は
、Ｊ

Ｒ
連
合
Ｈ
Ｐ
の
民
主
化
闘
争
情
報

N
o.
1
0
3
7
か
ら
順
次
掲
載

さ
れ
て
い
ま
す
。）

〈
Ｊ
Ｒ
総
連
・
西
労
の
内
情
〉

　
９
月
16
日
に
Ｊ
Ｒ
東
海
労
新
幹

線
関
西
地
本
が「
Ｊ
Ｒ
総
連
に
よ

る『
除
名
』処
分
に
対
す
る
見
解
」

を
発
信
し
て
い
る
。そ
の
見
解
で
は
、

Ｊ
Ｒ
総
連
方
針
に「
2
0
2
9

年
で
Ｊ
Ｒ
東
海
労
と
西
労
は
解

散
す
る
」と
い
う
内
容
が
記
載
さ

れ
て
い
た
の
で
あ
る
。こ
の
内
容
が

真
実
で
あ
れ
ば
西
労
の
Ｊ
Ｒ
採
用

組
合
員
は
ど
う
な
る
の
か
。そ
も
そ

も
西
労
は「
2
0
2
9
年
で
Ｊ
Ｒ

東
海
労
と
西
労
は
解
散
す
る
」と

い
う
Ｊ
Ｒ
総
連
方
針
に
賛
同
し
た

の
か
。西
労
は
Ｊ
Ｒ
採
用
組
合
員

に
こ
の
真
実
を
伝
え
て
い
る
の
か
。

「
解
散
す
る
西
労
」と
説
明
も
せ
ず

に
、Ｊ
Ｒ
採
用
を
組
織
拡
大
し
て
い

る
の
か
。

　
一
方
、Ｊ
Ｒ
東
海
労
の
Ｊ
Ｒ
採
用

者
が
脱
退
を
表
明
し
て
以
降
、Ｊ

Ｒ
東
海
労
か
ら
は
脱
退
者
が
相
次

い
で
い
る
模
様
。（
Ｊ
Ｒ
連
合
Ｈ
Ｐ

の
民
主
化
闘
争
情
報
No.
1
0

5
1
参
照
）

　

私
た
ち
Ｊ
Ｒ
西
労
組
は
、引
き

続
き
、こ
れ
ら
の
動
向
に
注
視
し
、

甘
言
に
騙
さ
れ
て
Ｊ
Ｒ
総
連・西
労

に
加
入
す
る
よ
う
な
不
幸
な
組
合

員
を
作
っ
て
は
な
ら
な
い
。　

　

岡
山
地
本
で
執
行
委
員
を
さ

せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
三
原

で
す
。

　

２
０
０
３
年
に
岡
山
支
社
契
約

社
員
と
し
て
入
社
し
、駅
務
を
経

岡
山
地
方
本
部 

執
行
委
員

三
原
睦
子

て
現
在
は
間
接
部
門
で
総
務

（
広
報
）に
携
わ
っ
て
い
ま
す
。

　

私
の
組
合
活
動
の
き
っ
か
け

は
、契
約
社
員
２
年
目
に
地
本

青
年
女
性
委
員
会
の
先
輩
か
ら

声
を
掛
け
て
頂
い
た
事
で
す
。

当
時
は
何
も
分
か
ら
な

い
中
、レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
活
動
や
ユ
ニ
オ
ン
カ

レ
ッ
ジ
へ
の
参
加
、中
央

本
部
大
会
で
の
契
約
社
員
の
現

状
に
つ
い
て
の
発
言
な
ど
、様
々

な
勉
強
の
機
会
を
頂
き
ま
し
た
。

　

契
約
社
員
の
正
社
員
化
へ
の
道

を
切
り
開
い
て
下
さ
っ
た
組
合
に

対
し
、今
こ
う
し
て
正
社
員
と
し

て
仕
事
を
続
け
ら
れ
て
い
る
事
に

深
く
感
謝
を
し
て
お
り
ま
す
。

　

さ
て
、皆
さ
ん
は
Ｊ
Ｒ
に
入
社

し
て
培
っ
た
特
技
は
あ
り
ま
す

か
。私
は
迷
わ
ず
言
え
ま
す
が
、

お
酒
に
強
く
な
っ
た
事
で
す
。飲

み
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
の
向
上
に

よ
り
、た
く
さ
ん

の
方
々
と
交
流

を
深
め
る
機
会

を
得
る
事
が
で

き
ま
し
た
。

　

働
き
方
の
多

様
化
が
進
む
中
、

様
々
な
場
所
で

共
に
働
く
仲
間
一

人
ひ
と
り
の
悩
み
も
複
雑
化
し
て

い
ま
す
。働
き
や
す
い
環
境
づ
く

り
に
は
、何
よ
り
対
話
が
大
切
で

す
。「
話
せ
ば
わ
か
る
！
」自
身
の

特
技
を
活
か
し
、仲
間
の
気
持
ち

に
寄
り
添
い
、一
緒
に
最
適
解
を

求
め
て
ま
い
り
ま
し
ょ
う
！

★
革
マ
ル
派
が
相
当
浸
透
し

　

て
い
る
Ｊ
Ｒ
総
連
に
属
す

　

る
の
が
西
労
で
あ
る
。

西
労
・
Ｊ
Ｒ
総
連（
極
左
暴
力
集
団
・
革
マ
ル
派
）

の
実
態
を
正
し
く
理
解
し
よ
う
！

Ｊ
Ｒ
西
日
本
連
合 

青
年
・
女
性
連
絡
会
第
25
回
定
期
総
会

シ
ニ
ア
か
ら
若
手
ま
で
、支
え
合
い
活
動
す
る
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　 尾道駅連合分会

明
る
く
！
楽
し
く
！
元
気
よ
く
！
明
る
い
未
来
を
み
ん
な
で
築
こ
う
！

身
近
な
議
員
の
活
動
に
触
れ
理
解
を
深
め
る

 

Ｊ
Ｒ
総
連
・
西
労
の
真
実

Ｊ
Ｒ
総
連
・
西
労
の
真
実
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京都地方本部
  「ＪＲ西労組議員団
　　（京都地本）報告集会」

2
0
2
9
年
に

西
労
は
解
散
か
！！


